BIB-1コンフィギュレーション・ガイドライン案の解説

[総論]

  図書館システムにZ39.50を実装した、或いは実装を予定している大学が増えてきています。しかし、Z39.50の実装だけでは、図書館システムとしては、不十分です。

本来、Z39.50プロトコルは、図書館業務システムの基本機能として位置づけられ、

図書館業務や利用者サービスの向上を目指すものです。

ここで言う図書館業務とは、Z39.50プロトコルの性格から図書館間の相互協力的なもの、

具体的にはILL、地域や特定館の限定した横断検索、データ交換などが考えられます。

これからの図書館館の協力が大事な時代に、運用レベルまで開発できれば図書館業務に

多大な影響を与えることは容易に想像できるでしょう。

  実際、欧米の図書館システムにはほぼ全てに実装されているそうです。

これからの日本の図書館システムと図書館業務を考えるに際しては，国内の対応だけではなく、国外からもデータが検索可能で、協力体制を組めるようなものを考えていきたいと思います。

しかし、Z39.50が十分な機能を発揮するためには、その実装仕様が合っていなければなりません。

  また、国内においては、個別システム単位でも標準的な検索規約が存在しないために、

どんなにZ39.50プロトコルに合わせたとしても、検索システムの実装と合わなければ、

満足できる検索結果を取得することができません。

  ここでは、今までの会議やメーリングリストでの討論を踏まえ、日本におけるZ39.50のプロファイルを下記のように提案したいと思います。

[提案]

○文字コード　:　UTF8

芝野氏はISO/IEC10646開発の目的を、

1)情報処理・通信・図書館の3分野における文字コードの統合、

2)情報の処理・交換・蓄積・入出力の全領域で共通に使用できる文字コードの開発、

3)二者間での合意に基づく情報交換から、より普遍的な情報交換を可能にする

文字コードの開発

の三点にあるとしています。現状では問題のあるユニコードですが、将来的には、国際的な情報交換を考慮すれば文字コードはユニコード以外にあり得ないと言えるでしょう。

○レコードフォーマット　:　MARC21

書誌レコードフォーマットは、グローバルスタンダードを目指すには、

MARC21を選ぶしかないと思われます。

イギリスも中国もロシアも韓国もMARC21への対応を表明しています。

現在の基準では、日本語表示は多言語表示タグである880で行われていますが、

MARC21対応を表明しているデータでも、自国語の言語を基本タグと言われる

245等へ設定しているデータも多く、これからの国際的な調整が必要でしょう。

そのような調整の中で、基本タグへ日本語表記を設定できるような交渉の可能性

もあるかもしれません。

また、国内での目録データ交換では、分かち書きやカナ読みが必要になるため、

別個のフォーマット定義が必要になると思われます。

国内でのレコード交換フォーマットについては別途検討したいと考えています。

まずは、海外にも通用する形でグローバルスタンダードを追求したプロファイルの完成と各機関でばらつきのない仕様でのZ39.50の実装・実用を目標とします。

○Bib-1　Attribute など

サポートされるZ39.50サーバーのサービスはInit,  Search,  Presentとし,

Sortは必要であればクライアント側でサポートすることとします。

SearchはType1　queryを推奨とします。

続いてBib-1ですが、Bib-1　Attributeの設定は検索に大きく影響するものです。しかし極めて多岐にわたる上に、日本語記述の場合の解釈が難しい項目があります。

ローカルシステムの検索機能の標準化も見据えた標準化が必要でしょう。

日本語の特徴として、分かち書きがないことがあげられますが、もし日本語の書誌データでもデータベースが分かち書きインデックスを持っていれば分かち書きである欧米言語と同じように扱うことができるのではないかと考えました。分かち書きの基準に細かい部分で揺れが出る可能性はあるかもしれませんが、NIIの分かち書きの仕様に準じるなどして対応したいと思います。

そのように考えて、サポートされるべきBib-1を下記にまとめました。

	Attribute Type  
	Attribute Values
	Attribute Names
	Default Values

	Use(1)
	4, 7, 8, 21, 1003, 1016
	Title, ISBN, ISSN, Subject heading, author, any 
	1016

	Relation(2)
	3
	Equal
	3

	Position(3)
	1, 3
	First in field, any position in field
	3

	Structure(4)
	1, 2
	phrase, word
	1

	Truncation(5)
	1, 100
	right truncation, do not truncate
	1

	Completeness(6)
	1, 3
	incomplete subfield, complete field
	1


ここのあげたUseは最低限満たされるべき項目ですが、機関によって検索項目が異なるよりは、現状では仕様を揃えることに意味があると考えこのレベルで揃えることを推奨したいと思います。

UseとUSMARCタグの対応表です。

	4
	Title
	a word, phrase, character, or group of characters, normally appearing in an item, that names the item or the work contained in it.
	130, 21X-24X, 440, 490, 730, 740, 830, 840, subfield $t in the following: 600, 610, 611, 700, 710, 711, 800, 810, 811

	7
	ISBN
	　
	020

	8
	ISSN
	　
	022, 4XX$x, 7XX$x

	21
	Subject
	The primary topic on which a work is focused
	600,610,611,630, 650, 651, 653, 654, 655, 656,657,69X

	1003
	Author-name
	A personal or corporate author, or a conference or meeting name.
	100, 110, 111, 700, 710, 711, 800, 810, 811


Relationは、2次キーの出版年を考慮すると他のものもいれたいところですが、Equalのみでいいと思います。Positionはany positionのみとしました。Truncationは前方一致をかけるかどうかという設定でたとえばlibraryを検索した場合に　　　や　　　　　も検索されるかどうかを設定します。日本語で言えば図書館を検索した場合に図書館員や図書館　　など図書館％で検索したものと同じ結果が得られるかどうかの設定です。デフォルトはDo not truncate ですがright truncateもサポートすることにしました。

completenessはincomplete subfieldをデフォルトとしていますが、たとえば夏目漱石の「こころ」を検索したい場合や雑誌の「Nature」を検索したい場合にはcomplete subfield の設定が重要な働きをするので両方をサポートすることにしました。

最後に最も検索に関係するStructureについてです。

日本語においてWord とPhraseの考え方はとても困難です。それは先にあげた分かち書きを持っていない言語であるという特徴からですが、基本的にはインデックスをWord インデックスとPhraseインデックスをもち、Word指定で検索された時にはWordインデックスのみを、Phraseで検索された時にはWord + Phraseインデックスを検索対象にするということで対応することにしたいと思っています。

　デフォルトはPhraseとします。学術分野ではタイトルワードは似通ったものが多く、検索母集団が大きくなればなるほど、wordだけでなくphrase検索が重要となるからです。たとえばRLGのZephyrにおいて、computerで検索すると8万件を超え、scienceで検索すると31万件を超えてしまいます。and検索をかけても22,000件以上となります。

これではいくら、その他に著者や出版年を掛け合わせられたとしても実務に耐えられるものにはなりません。

ところがcomputer scienceで検索すると95件まで絞りこむことが可能です。

また利用者が検索するときにPhraseとWordの違いを意識して検索する必要がない方が望ましいと考えデフォルトをPhraseとしました。

現在のNIIのZ39.50の仕様ではwordしかサポートされていませんが、将来的には

phraseもサポートされることを提案したいと考えます。

もちろん、phrase検索をサポートするためにはターゲット側のデータベースがphraseのindexを持たなければならないので、NIIの規模ですぐに対応することは難しいかもしれません。

また個別に検索項目毎に推奨される組み合わせを上げました。

	Title-Search
	
	

	Attribute Type  
	Attribute Values
	Attibute Names

	Use(1)
	4
	Title

	Relation(2)
	3
	equal

	Position(3)
	3
	any posision in field

	Structure(4)
	1
	phrase

	Truncation(5)
	1
	right trancation

	Completeness(6)
	1
	incomplete subfield

	
	
	

	ISBN-Search
	
	

	Attribute Type  
	Attribute Values
	Attibute Names

	Use(1)
	7
	ISBN

	Relation(2)
	3
	equal

	Position(3)
	1
	first in field

	Structure(4)
	1
	phrase

	Truncation(5)
	100
	do not truncate

	Completeness(6)
	1
	incomplete subfield

	
	
	

	
	
	

	ISSN-Search
	
	

	Attribute Type  
	Attribute Values
	Attibute Names

	Use(1)
	8
	ISSN

	Relation(2)
	3
	equal

	Position(3)
	1
	first in field

	Structure(4)
	1
	phrase

	Truncation(5)
	100
	do not truncate

	Completeness(6)
	1
	incomplete subfield

	
	
	

	Subject-Search
	
	

	Attribute Type  
	Attribute Values
	Attibute Names

	Use(1)
	21
	Subject heading 

	Relation(2)
	3
	equal

	Position(3)
	1
	first in field

	Structure(4)
	1
	phrase

	Truncation(5)
	1
	right trancation

	Completeness(6)
	1
	incomplete subfield

	
	
	

	Author-Search
	
	

	Attribute Type  
	Attribute Values
	Attibute Names

	Use(1)
	1003
	author 

	Relation(2)
	3
	equal

	Position(3)
	3
	any posision in field

	Structure(4)
	2
	word

	Truncation(5)
	1
	right trancation

	Completeness(6)
	1
	incomplete subfield


出版年は検索の２次キーとしては重要な項目と考え、表の下に

	Date of Publication Range search
	
	

	The Date of Publication Use Attribute must be used as a search limiter in conjunction with another

	operand. Z-servers may reject a query hat only includes the Date of Publication Use Attribute.


と記しました。

検索の指定にBib-1の指定がない場合は表１にあるデフォルトで検索が実行され、サポートされていないBIB-1の指定があった場合にはErrorメッセージを返すこととする。

ローカルデータベースに求められる仕様

・分かちインデックスをもつこと。

・ローマ字インデックスをもつこと。

○ローマ字

phrase検索がサポートされたとしても、漢字形の分かちされたインデックスを持っていなければ漢字の検索には対応できません。漢字の分かちデータ、もしくは分かちのインデックスはデータベースに持つことが望ましいと思われます。

現在はまだ、漢字にしろカナにしろ海外からの検索は難しい状況にあります。

とすれば、検索キーとして最も有望だと言えるのはローマ字となります。

現在のNIIのZ39.50はローマ字検索ができませんが、それでは国外からの利用を期待するのは難しいと思われます。

しかし、残念ながらローマ字の仕様はいくつもあり、統一した検索キーになるとは言い難いのが現状です。

